
数学 II・数学B

第 1問 (必答問題) (配点 30)

〔1〕 aは正の実数とする．θ (0 ≦ θ ≦ π)の関数

f(θ) = sin θ + 2 sin
(
θ + 2

3
π
)
− a sin

(
θ − 2

3
π
)

について答えよ．

(1) f(θ)を変形すると

f(θ) = 1

ア

{
a sin θ +

√
イ

(
a+ ウ

)
cos θ

}
=

√
a2 + エ a+ オ sin(θ + α)

となる．ただし，αは θに無関係な定角であり，

sinα =

√
カ (a+ キ )

ク
√
a2 + エ a+ オ

を満たす．

(2) 方程式 f(θ) = 4
√
3 · · ·〇1 が 0 ≦ θ ≦ πの範囲に異なる 2つの実数解をもつような

aの値の範囲は

ケ

コ

(√
サシ − ス

)
< a ≦ セ

である．

また，このとき〇1 の 2つの解を θ1 , θ2 とすると，

sin (θ1 + θ2) =

√
ソ

(
a

タ
+ チ a

)
ツ

(
a2 + エ a+ オ

)



〔2〕 対数の性質と指数法則に関する次の記述について， テ ， ト ， ナ に当

てはまるものを，下の〇0 ～〇4 のうちからそれぞれ 1つずつ選べ．ただし，以下において

p , x , yは実数であり，a > 0 , a ̸= 1 , X > 0 , Y > 0とする．

loga X + loga Y = loga XY は , 指数法則 テ を元にして導かれる．

loga X − loga Y = loga
X
Y
は , 指数法則 ト を元にして導かれる．

p loga X = loga X
p は , 指数法則 ナ を元にして導かれる．

〔指数法則〕

〇0 (ax)
p
= axp 〇1 ax·bx = (ab)x 〇2 ax

bx
=

(
a
b

)x

〇3 ax·ay = ax+y 〇4 ax

ay
= ax−y



〔3〕 星の明るさを表す等級について考えよう．m等星の明るさを L(m)と表すと

m− n = a {log10 L(m)− log10 L(n)} (aは実数の定数) · · · (∗)

が成り立つ．また 1等星 (m = 1)の明るさは 6等星 (m = 6)の明るさの 100倍である．次

の問いに答えよ．

(1) a =
ニヌ

ネ
である．

(2) 1等星の明るさは 2等星の明るさの 10
ノ 倍である． ノ に当てはまるも

のを，次の〇0 ～〇9 のうちから一つ選べ．

〇0 2 〇1 5 〇2 1
5 〇3 5

2 〇4 2
5

〇5 − 2 〇6 − 5 〇7 − 1
5 〇8 − 5

2 〇9 − 2
5

(3) (∗)の関係は，任意の実数m , nに対して成り立つ．

太陽以外の恒星のうちもっとも明るいシリウスは −1.5等級，北極星は 2等星であ

るとする．シリウスの明るさは北極星の明るさの ハヒ × 10
ノ

倍である．



数学 II・数学B

第 2問 (必答問題) (配点 30)

〔1〕 aは正の実数とする．xの 2次方程式 2x2 − 3
(
a2 + 2a

)
x+ 4a3 + 6a2 = 0 · · ·〇1 の解

について考えよう．

(1) a = 1のとき，方程式〇1 の解は，x = ア ,
イ

ウ
である．

(2) 〇1 が x =
イ

ウ
を解にもつような aの値は，

a = エ ,
オ

カキ

(√
クケ − コ

)
である．

(3) 〇1 が x = 1を解にもつような正の実数 aの個数は サ 個である．

(4) 〇1 の正の実数解 xはどのような値をとり得るか．その値の範囲について正しく記

述したものを，次の〇0 ～〇9 のうちから一つ選べ． シ

〇0 0 < x < 3 〇1 0 < x < 4 〇2 0 < x ≦ 3 〇3 0 < x ≦ 4

〇4 x > 1 〇5 x > 2 〇6 x ≧ 1 〇7 x ≧ 2

〇8 2 < x < 3 〇9 2 ≦ x ≦ 3



〔2〕 次の図 (A)～(D)それぞれについて，xy 平面上で原点を中心とする円と曲線 y = f(x)

(f(x)は xの整式)で囲まれる部分 (図の斜線部)の面積を正しく表しているものを，下の〇0
～〇9 のうちから一つずつ選べ．(A) ス ，(B) セ ，(C) ソ ，(D) タ

(A) 2つの斜線部の面積の和を考えよ．

O

y

x1

y = f(x)

(B) 曲線 y = f(x)は原点 O軸に関して対称

O

y

x1

y = f(x)

(C)

O

y

x
1

y = f(x)

− 1
2

(D) 円と曲線 y = f(x)は接する

点Mは線分 OAの中点

−1

y = f(x)

O

y

x
1

A

M

〇0 π
2 〇1

∫ 1

−1

f(x) dx+ π
2 〇2 −

∫ 1

−1

f(x) dx+ π
2

〇3 −
∫ 1

−1

f(x) dx+ 4
9
π 〇4

∫ 1

−1

f(x) dx− 4
9
π 〇5

∫ 1

−1

f(x) dx− 4
9
π +

√
3
3

〇6 −
∫ 1

−1

f(x) dx− 4
9
π −

√
3
3 〇7

∫ 1

− 1
2

f(x) dx+ π
3 〇8

∫ 1

− 1
2

f(x) dx+ π
3

+

√
3
8

〇9 −
∫ 1

− 1
2

f(x) dx+ π
3

−
√
3
8



数学 II・数学B 第 3問～第 5問は，いずれか 2問を選択し，解答しなさい．

第 3問 (選択問題) (配点 20) 第 3問：「確率分布」は，選択者が少ないので省きます．

第 4問 (選択問題) (配点 20)

2つの数列 {an} , {bn} (n = 1 , 2 , 3 , · · · )が，次のように定められている．

a1 = 1 , 1
an+1

− 1
an

= 2n+ 1 (n = 1 , 2 , 3 , · · · )

b1 = 1 , bn
2 − bn+1

2 = bn
2bn+1

2 , bn > 0 (n = 1 , 2 , 3 , · · · )

以下の問に答えよ．

(1) 任意の自然数 nに対して

1
an

= ア , an = イ

1
bn

2 = ウ , bn = エ

が成り立つ． ア ， イ ， ウ ， エ に当てはまるものを，次の〇0 ～〇9 の
うちから一つずつ選べ．

〇0 n 〇1 n2 〇2
√
n 〇3 n+ 1 〇4 (n+ 1)2

〇5
√
n+ 1 〇6 1

n 〇7 1
n2 〇8 1√

n 〇9 1
n+ 1

(2) nは 2以上の自然数とする．
n∑

k=2

1
k(k − 1)

= オ −
カ

n
が成り立つ．

また，
(√

k + 1 +
√
k
)(√

k + 1−
√
k
)
= 1であることを用いると，

n−1∑
k=1

2√
k +

√
k + 1

= キ
√
n− ク が成り立つことがわかる．

(3) 2以上の自然数 nに対して，Sn =
n∑

k=1

ak , Tn =
n∑

k=1

bk と定める．これらの大きさについ

て考えてみよう．

Sn と Tn の大小関係について正しく述べているものを，次の〇0 ～〇3 のうちから一つ選
べ． ケ



〇0 すべての nに対して，Sn = Tnとなる．〇1 すべての nに対して，Sn > Tnとなる．

〇2 すべての nに対して，Sn < Tnとなる．〇3 Snと Tnの大小関係は，nに応じて入れ替わる．

次に，S100の大きさについて述べた次の (A)～(H)のうち，正しいものだけをすべて挙げ

た組合せを，下の〇0 ～〇9 のうちから一つ選べ． コ

(A) S100 > 1.25 (B) S100 > 1.99 (C) S100 > 2.1 (D) S100 > 2.5

(E) S100 < 1.25 (F) S100 < 1.99 (G) S100 < 2.1 (H) S100 < 2.5

また，T100 の大きさについて述べた次の (A)～(H)のうち，正しいものだけをすべて挙げ

た組合せを，下の〇0 ～〇9 のうちから一つ選べ． サ

(A) T100 > 1.7 (B) T100 > 10 (C) T100 > 18.1 (D) T100 > 100

(E) T100 < 1.7 (F) T100 < 10 (G) T100 < 18.1 (H) T100 < 100

〔正しいものの組合せ〕

〇0 (A) (B) 〇1 (A) (B) (C) 〇2 (A) (B) (C) (D)

〇3 (G) (H) 〇4 (F) (G) (H) 〇5 (E) (F) (G) (H)

〇6 (A) (F) (G) (H) 〇7 (A) (B) (G) (H) 〇8 (A) (B) (C) (H)

〇9 (A)(H)



数学 II・数学B 第 3問～第 5問は，いずれか 2問を選択し，解答しなさい．

第 5問 (選択問題) (配点 20)

y

x

O

A

B

D

E

F

G

C

z

aは正の実数とする．xyz 空間に右図のよ

うな直方体 OABC-DEFGがあり，

A(1 , 0 , 0) , C
(
0 , 1

2
, 0

)
, D

(
0 , 0 , 1

a

)
であるとする．以下の問に答えよ．

(1)
−→
m は平面 OEGに垂直なベクトルの 1つとする．

−→
m は

−→
OE ,

−−→
OGのいずれにも垂直であることから，

−→
m の成分として正しいものは下の〇0 ～

〇9 のうち ア である．また，
−→
n は平面 BGEに垂直なベクトルの 1つとすると，

−→
n の成

分として正しいものは下の〇0 ～〇9 のうち イ である．

〇0
(
1 , 1

2
, 1
a

)
〇1

(
−1 , 1

2
, 1
a

)
〇2

(
1 , − 1

2
, 1
a

)
〇3

(
1 , 1

2
, − 1

a

)
〇4 (1 , 2 , a) 〇5 (−1 , 2 , a) 〇6 (1 , − 2 , a) 〇7 (1 , 2 , − a)

〇8
(
1
a

, 1
2
, 1

)
〇9

(
1
a

, 1
2
, 1

)
(2) (1)の 2ベクトル

−→
m ,

−→
n のなす角を α (0 ≦ α ≦ π)とすると，cosα =

ウ − a2

エ + a2
と

なる．

よって，2つの平面 OEG，平面 BGEのなす角を β
(
0 ≦ β ≦ π

2

)
とすると，

オ のとき cosβ =
ウ − a2

エ + a2
,

カ のとき cosβ =
a2 − ウ

エ + a2

となる． オ ， カ に当てはまるものを，次の〇0 ～〇7 のうちから一つずつ選べ．

〇0 0 < a ≦ 1 〇1 0 < a ≦ 1
2 〇2 0 < a ≦

√
3 〇3 0 < a ≦

√
5

〇4 a ≧ 1 〇5 a ≧ 1
2 〇6 a ≧

√
3 〇7 a ≧

√
5



(3) Oから平面 BGEへ垂線 OHを下ろす．このとき，Hが平面 BGE上にあることから

−→
BH = s

−→
BG+ t

−→
BE (s , tは実数)

と表せる．また，
−→
OHは (1)の

−→
n と平行だから，

−→
OH = k

−→
n (kは実数)

と表せる．これらを用いると，

s = キ , t = ク

となる． キ ， ク に当てはまるものを，次の〇0 ～〇7 のうちから一つずつ選べ．

〇0 2a+ 3
5 + a2 〇1 2a− 3

5 + a2 〇2 2a+ 5
3 + a2 〇3 2a− 5

3 + a2

〇4 a2 + 3
5 + a2 〇5 a2 − 3

5 + a2 〇6 a2 + 5
3 + a2 〇7 a2 − 5

3 + a2

このことから，Hが三角形 BGEの内部 (周は除く)にあるような aの値の範囲が求まる．そ

れを正しく記述したものを，次の〇0 ～〇7 のうちから一つ選べ． ケ

〇0 0 < a <
√
3 〇1 0 < a < 2 〇2 0 < a <

√
5 〇3 a > 0

〇4 a >
√
3 〇5 a > 2 〇6 a >

√
5 〇7

√
3 < a < 2

〇8 2 < a <
√
5 〇9

√
3 < a <

√
5


